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Round 4
レースレポート

●大会名称	 ：　 2026 SUZUKA CHAMPION CUP RACE Round 4
●主催	 ：　 グループ·オブ·スピードスポーツ（GSS）、関西スポーツカークラブ（KSCC）、
	 　 鈴鹿モータースポーツクラブ（SMSC）
●協力	 ：　 AASC、ARC、ARCN、KRHC、OCCK、チーム淀
●後援	 ：　 鈴鹿市/一般社団法人鈴鹿市観光協会（FEクラス）
●競技	 ：　 JAF公認 準国内競技
●会場	 ：　 鈴鹿サーキットレーシングコース フルコース（5.807km）
●開催クラス	 ：　 総参加台数／226台 
	 　 FJ1500..............................................................10台
	 　 スーパーFJ......................................................19台
	 　 フォーミュラEnjoy......................................23台
	 　 v.Granz.............................................................24台
	 　 VITA...................................................................36台
	 　 ポルシェスプリントチャレンジジャパン 
	 　 2026 第7戦·第8戦…15台
	 　 TOYOTA GAZOO Racing GR86/BRZ Cup 2026 第6大会
	 　（CLUBMAN…61台、PROFESSIONAL…38台）
●開催日	 ：　 2026年10月3日（土）·10月4日（日）
●天候・路面	 ：　 10月3日（土）／ドライ・晴　10月4日（日）／ドライのちウェット

■開催概要

61台がエントリーしたGR86/BRZ Cup クラブマンシリーズ。#456渡部智仁が見事にポールtoウィン

●シリーズ名称	 ： 	2026 SUZUKA CHAMPION CUP RACE Final Round
●開催日	 ：	 2026年12月5日（土）・6日（日）
●会場	 ：	 鈴鹿サーキットレーシングコース フルコース（5.807km）
●開催クラス	 ： 	FIT1.5 Challenge Cup、VITA（2レース）、v.Granz、フォーミュラEnjoy
	 	 N-ONE OWNER’S CUP、BMW & MINI Racing

■次回レース開催概要

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・
公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿
サーキット公式webサイト専用ページにてご覧
いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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7月に行われた2026 SUZUKA CHAMPION CUP RACE Round 3から2カ月半のインターバルを経て、シーズン終盤戦に向かう
Round 4が10月3日（土）、4日（日）の両日にかけて行われた。

まずは、10月3日（土）、快晴のもとで各クラスの公式予選を実施。なかでも、GR86/BRZ Cupには、華やかなカラーリングをま
とったCLUBMAN、PROFESSIONALの2シリーズに合計99台がエントリー。CLUBMANシリーズには61台がエントリーしたことも
あり、決勝レース進出をかけた戦いが見られた。また、たくさんのチーム応援団が詰めかけたほか、観戦ツアー参加者がレー
ス前のグリッドウォークを楽しむ姿が見られるなど、実に賑やかな時間となった。

レース以外では、昼のインターバルにコース走行プログラムも行われ、先導車に導かれた車両が鈴鹿サーキットを走行する
姿も見られた。

まだ10月のレースとはいえ、ポルシェスプリントチャレンジ、そしてFJ1500、スーパーFJクラスは早くも最終戦。ランキング上
位陣によるシーズンラストバトルが繰り広げられ、熱戦に多くの視線が注がれた。一方、最終戦を待たずしてシリーズチャンピ
オンが決まったv.Granzクラス、GR86/BRZ Cup CLUBMANシリーズもあり、この日だけで6人のシリーズチャンピオンが生まれ
た。

2026年シーズンも残すところ、12月5日（土）、6日（日）の最終戦を残すのみ。一年の総決算と言えるドラマに期待したい。

最終戦を前にシリーズチャンピオン確定の場面も
秋の鈴鹿恒例となったGR86/BRZ Cupの2シリーズも開催！

昼のインターバルに行われた、先導車によりコースを駆け抜けて行くコース走行プログラム
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■ポルシェスプリントチャレンジジャパン（PSCJ） 2026 第7戦·第8戦
PSCJの第7戦はランキングリーダーのKEN YAMAMOTOがポールポジションからスタート。KEN YAMAMOTOは一度もトップを譲る

ことなくポールtoウィンを決めた。午後からは今シーズンの最終戦となる第8戦が開催され、第7戦の雪辱を果たした関家真久が優勝。
2位チェッカーとなったKEN YAMAMOTOがシリーズチャンピオンを獲得した。

※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

ポルシェスプリントチャレンジジャパン（PSCJ） 2026 第7戦 決勝レースライブアーカイブ

ポルシェスプリントチャレンジジャパン（PSCJ） 2026 第8戦 決勝レースライブアーカイブ

https://www.youtube.com/live/iR0geyIvrgU?si=x2iHBxmVDZfISa-8&t=1360
https://www.youtube.com/live/iR0geyIvrgU?si=9DT6cpVy6RYnO8Mp&t=23562
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■ポルシェスプリントチャレンジジャパン（PSCJ） 2026 第7戦表彰

第7戦GT-3 Ⅰ表彰式（優勝:KEN YAMAMOTO、2位:関家真久、3位:岸本裕之）

第8戦GT-3 Ⅰ表彰式（優勝:関家真久、2位:KEN YAMAMOTO、3位:MUSASHI）

■ポルシェスプリントチャレンジジャパン（PSCJ） 2026 第8戦表彰
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■ポルシェスプリントチャレンジジャパン（PSCJ） 2026 第7戦　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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■ポルシェスプリントチャレンジジャパン（PSCJ） 2026 第8戦　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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■TOYOTA GAZOO Racing GR86/BRZ Cup 2026 第6大会
クラブマンシリーズはポールポジションを渡部智仁がゲット。マシンのクラッシュにより1周目を終える頃にセーフティカーランにな
る。レースは渡部がポールtoウィンを決め、最終戦を待たずして渡部がシリーズチャンピオンを確定させた。
プロフェッショナルシリーズは荒れた展開となり、セーフティカーランが長く続く展開になる。ランキングリーダーの堤優威を抑えて
蒲生尚弥が優勝。2位に堤、3位は冨林勇佑。シリーズチャンピオンの行方は11月開催の最終戦まで持ち越された。

※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

GR86/BRZ Cup クラブマンシリーズ 決勝レースライブアーカイブ

GR86/BRZ Cup プロフェッショナルシリーズ 決勝レースライブアーカイブ

https://www.youtube.com/live/iR0geyIvrgU?si=FNgsTTXzvfQrBMZw&t=5997
https://www.youtube.com/live/iR0geyIvrgU?si=pf7whBGZSD6vtem2&t=14391
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■GR86/BRZ Cup クラブマンシリーズ表彰

GR86/BRZ Cup クラブマンシリーズ表彰式（優勝:渡部智仁、2位、大崎達也、3位:行和久）

GR86/BRZ Cup プロフェッショナルシリーズ 表彰式（優勝:蒲生尚弥、2位、堤優威、3位:冨林勇佑）

GR86/BRZ Cup プロフェッショナルシリーズ 表彰式
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https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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■フォーミュラEnjoy
ポールポジションからスタートするのはKENJI MURASE。2番グリッドはマイスターズ·カップトップのジョニー小倉、中島一郎がトップ3の

グリッドに並ぶ。KENJI MURASEがトップでオープニングラップを終え、2番手に中島一郎、大内田実が3番手でマイスターズ·カップのトッ
プを走る。中島はKENJI MURASEをオーバーテイクしてトップへ。シケインで2台が接触を喫し、赤旗中断となる。レースはセーフティカーを
先頭に再開。小雨が降り始めるなか、KENJI MURASEは狙いすましたかのようにリスタートで中島をパスする。市岡洋一郎は大内田を抜き
3番手に浮上。ファイナルラップに入り、KENJI MURASEは逃げ切ってポールtoウィン、2位の市岡洋一郎がマイスターズ·カップ優勝、3位は
大内田となった。

フォーミュラEnjoy表彰式（優勝:KENJI MURASE、2位:市岡洋一郎、3位: 大内田実）

フォーミュラEnjoy 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/iR0geyIvrgU?si=5WAJUJF1LK8x6Mvz&t=9521
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■フォーミュラEnjoy マイスターズ·カップ

マイスターズ·カップ表彰式（優勝:市岡洋一郎、2位:大内田実、3位ジョニー小倉）

■フォーミュラEnjoy　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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■v.Granz
ポールポジションをゲットしたのはランキングリーダーの金澤力也だ。金澤を追う兒島弘訓らだったが、S字進入付近で大きなク

ラッシュがあり赤旗が提示される。レースは兒島を先頭に金澤、藤原優汰が続くオーダーで再開。すぐさま金澤は兒島をオーバーテイ
クして、再びトップへ。トップ3から遅れて単独4番手で走るのは竹本優月輝だ。再びコースアウトを喫するマシンがあり、セーフティ
カーランになる。7周目からリスタート。金澤、藤原、兒島がトップ3でファイナルラップへ。三つ巴のバトルのなかで金澤は一時3番手ま
で後退するも、冷静なレース運びで再びトップに返り咲く。トップチェッカーを飾り、シリーズチャンピオンを確定させた。

v.Granz表彰式（優勝:金澤力也、2位:藤原優汰、3位:兒島弘訓）

v.Granz 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/iR0geyIvrgU?si=fhahVPGYhgqNJTxL&t=20042
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■v.Granz　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/



2026

- 15 -

Round 4
レースレポート

■VITA
雨が降る完全なウェット状態でレースはスタート。坂野貴毅、西尾和早、三浦康司、伊藤慎之典といった上位陣は数珠つなぎで序盤
は展開される。伊藤慎之典は坂野をパスしてトップへ。レースが進行するにつれて雨はより激しくなる。伊藤慎之典が逃げ切るかに思
われたが、2番手の西尾がテールtoノーズに迫る。ジェントルマンクラスのトップは総合6番手を走る鍋家武だ。西尾は伊藤慎之典を
オーバーテイクしてトップでファイナルラップを迎える。坂野と有岡綾平の3番手争いもヒートアップする。西尾は最終コーナーまでも
つれたバトルを制して優勝。2位は伊藤慎之典、3位は有岡。ジェントルマンクラスの優勝は鍋家武となった。

VITA表彰式（優勝:西尾和早、2位:伊藤慎之典、3位: 有岡綾平）

VITA決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

■VITA

https://www.youtube.com/live/iR0geyIvrgU?si=FKKCGYtmjJuGzgwi&t=27237


2026

- 16 -

Round 4
レースレポート

VITAジェントルマンクラス表彰式（優勝:鍋家武、2位:樋尻勝利、3位:片山剛）

■VITAジェントルマンクラス表彰式
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■VITA　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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■FJ1500／スーパーFJ 第6戦
ポールポジションからスタートするのはスーパーFJの小野原悠。2番グリッドはFJ1500の酒井翔太と続く。ウェット路面でレーススター

ト。酒井がホールショットを奪うと、小野原、永原蒼翔が追う。宮本颯斗、永原、井出七星翔による3番手争いが白熱する。トップの酒井は
早くも単独走行で逃げ始める。5周目でクラッシュがありセーフティカーランになる。7周目からリスタートされ、酒井は着実にトップを
キープすると、井出と小野原がスーパーFJのトップの座を争う。トップの酒井は終盤にかけても2番手以降を大きく引き離し、先頭のまま
ファイナルラップへ。酒井は圧巻の走りでトップチェッカーを受け、FJ1500クラスで優勝、2位は光山勇正。3番手の小野原が井出とのバ
トルを制してスーパーFJで優勝を果たした。なお、FJ1500は宮本、スーパーFJは井出がそれぞれSCRシリーズチャンピオンに輝いた。

FJ1500表彰式（優勝:酒井翔太、2位:光山勇正、3位:永原蒼翔）

FJ1500／スーパーFJ第6戦 決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

■FJ1500

https://www.youtube.com/live/iR0geyIvrgU?si=WDbNUnn-giEyhPBL&t=29605
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■スーパーFJ

■FJジェントルマンクラス

スーパーFJ表彰式（優勝:小野原悠、2位:井出七星翔、3位:柱本翔夢伊）

ジェントルマンクラス総合表彰式（優勝:小嶋健太郎、2位:三浦和貴、3位:植田正幸）　※FJ1500とスーパーFJ、2クラス混合での表彰となります
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■FJ1500/S-FJ第6戦　決勝正式結果表

https://www.suzukacircuit.jp/scr/

SUZUKA CHAMPION CUP RACEの詳細情報・公式リザルト・ポイントランキング等は、鈴鹿サーキット公式
webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/scr/
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Voice
of 
Pick up
Driver 

この日、キラリと光った
ドライバーに一問一答

【ピックアップドライバー／インタビュー（ダイジェスト版）】

この日、キラリと光ったドライバーに一問一答
「Voice of  Pick up Driver」。

v.Granzクラスで優勝＆
シリーズチャンピオンも確定！

♯75 金澤 力也 選手
（ファイブコアジャパンレーシング)

  「Voice of  Pick up Driver」のインタビュー動画が鈴鹿サーキット公式YouTubeチャンネルでご覧いただけるようになりました
  ドライバーのよりディープでリアルな表情と声を是非御覧ください　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

Q:予選から振り返っていただけますか
「兒島弘訓選手とバトルになると予想していて、今回も2位の兒島選手とは0.005秒差という僅差。それでも上回ってポールポ
ジションを取れたことは良かった」

Q:赤旗もあり難しいレースだったと思います
「振り返るとスタートに失敗して、ホールショットを奪えなかったミスもあった。ですが、赤旗中断の時間を使い、冷静に切り替
えることができた」

Q:ファイナルラップは三つ巴のトップ争いとなりました
「他の2台のマシン（藤原優汰選手、兒島弘訓選手）が速くて上手くて、一時的にトップから3番手にまで下がってしまった。それ
でも130R、またはシケインで前の2台を抜けるのでは…と狙っていました」

Q:次戦最終戦に向けての抱負を聞かせてください
「シリーズチャンピオンもすでに獲得できましたが、12月の最終戦はドライであればコースレコードを狙えるシーズンだと思
う。ぜひ、コースレコードを残したいです！」

→続きはYouTubeでどうぞ

https://www.youtube.com/watch?v=aeW07Xo5ekQ
https://www.youtube.com/watch?v=aeW07Xo5ekQ

